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◆ PLUS ACCOUNTのログイン

PLUS ACCOUNT　Web版はコンピューターにインストールしなくても
PLUS ACCOUNTの機能をブラウザよりご利用いただけます。

サポートしているブラウザ
Microsoft Edge Chromium版
Google Chrome
Mozilla Firefox

Web版にログインする方法
ブラウザで

http://サーバ名/PlusAccount/?area=ご利用者様のエリア

にアクセスします。

以下の情報を入力し「ログイン」をクリックします

ログインに成功した場合、以下の「メイン画面」が表示されます

Memo！
Web版のログインサイトおよび利用者CD、パスワードは、管理者へお問い合わせ下さい。

利用者CD
パスワード

サーバ名
ご利用者様のエリア
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Ⅰ インストール直後に行うこと 科目設定

１． 科目登録をします。
メイン画面で、[設定]→[科目設定]で[新規作成]をクリックします。
あらかじめお使いの会計ソフトで、科目一覧、補助科目一覧を印刷して
おかれることをおすすめします。

科目CD
３桁もしくは４桁の数字

科目名
５０文字（全角）以内の文字

この画面で会計ソフトで使用している勘定科目を登録します。

会計ソフトで使用している、すべての勘定科目を登録する必要はありませんが、

経費の費用科目は、すべて登録することをお勧めします。

（どのユーザーがどの科目を参照できるかは、別途権限設定で指定します）

※間違って登録した場合、上位画面で[削除]できます。
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２． 科目の順序入替について

メイン画面で、[設定]→[科目設定]の画面で、科目は入力した順番で表示されています。

この並び順を変えるには
移動したい科目の行をクリックして
[上へ]または[下へ]をクリックします。

３． 補助科目の設定について

補助科目を設定すべき、勘定科目について補助科目を設定します。
会計ソフトで補助科目が登録してある科目については、
補助科目を登録しておくことをお勧めします。

科目設定の画面で、補助科目を設定する科目をクリックして反転させます。
[補助設定]をクリックします。

現在、登録されている補助科目の一覧が、表示されています。

[新規作成]で追加されます。

補助CD
半角英数字１０文字まで

補助科目名
ご使用の会計ソフトに合わせて
設定してください
全角２５文字まで
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Ⅱ インストール直後に行うこと 利用者設定

１． 利用者登録をします。
メイン画面で、[設定]→[利用者設定]で[新規作成]をクリックします。

利用者CD 10文字以内の英数字
氏名 全角２５文字以内
分類

閲覧者 固定
パスワード

大文字と小文字を区別します
1文字以上10文字以内

この利用者を無効にする
”□のチェックは無効にする”の□に
✔を付けます。
※　ログインできなくなります。

閲覧者と管理者について
閲覧者の出来ることは限られています
・閲覧者はデータの削除ができません
・閲覧者は利用者設定を利用できません

管理者は1名のみと登録となります
複数の管理者を登録する事はできません

利用者登録は管理者のみ可能です
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Ⅲ インストール直後に行うこと TAG(タグ)設定

１． TAG(タグ)を設定します
メイン画面で、[設定]→[タグ設定]をクリックします。

PLUS ACCOUNTにおいて、TAG(タグ)とは？

PLUS ACCOUNTでTAG(タグ)は、検索のツールのためのキーとなります。

また、TAGを設定することにより、利用者（ユーザー）ごとの権限を設定する際にも、
TAG(タグ)により「見れる／見れない」を設定します。

TAG(タグ)をどう設定すべきか？

例）
１．文書の種類によって分別する

・請求書
・納品書
・契約書
・リース契約書
・現金出納帳
　など

２．文書の顧客（仕入先）によって分別する
社名を子階層として
登録します

３．文書の機密性によって分別する
特別に機密性をもった文書を管理します

４．文書を見る（部署、係、グループ）によって分別する
上記条件とは別に、文書ごとに、
経理課のみ、課長以上、役員以上などのグループを設定します。
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◆ TAG(タグ)は２階層まで設定できます。

例えば
上記２．の場合だと
１階層目を[顧客]として
２階層目に会社名（仕入先名）を入力します。

「手順」

階層の追加方法

[同階層に追加]　（１階層目のTAGです）

タグ名称に「顧客」と入力して[保存]します

タグ設定の画面で先ほど追加した、階層をクリックして反転させた状態で

[下階層に追加]をクリックします

タグ名称に会社名などを入力して
[保存]
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２． タグ設定の例

親階層に、請求書、納品書、契約書、現金出納帳、振込票・領収書、顧客を追加
子階層に〇〇株式会社、△△株式会社、□□商店を追加

＋ 顧客
┣ 〇〇株式会社
┣ △△株式会社
┣ □□株式会社
┗ □□商店

ボタンでの操作

解除
選択されているタグが付与されている伝票（PDF）に対してタグを解除します。
一旦解除した後、元に戻すには１つずつ再度伝票（PDF）に対してタグを付与する
事になります。
子階層をもつ親タグは解除ボタンを使用できません。
また選択されているタグが使用されていない場合も使用できません。

削除
選択されているタグを削除します。
子階層を持っている親階層を削除した場合、子階層も削除されます。
伝票（PDF）の付与も解除されます。

同階層に追加
新規タグ入力画面を表示し、タグ名称を登録します。
１階層目の末尾に登録します。

下階層に追加
新規タグ入力画面を表示し、タグ名称を登録します。
２階層目の末尾に登録します。
子階層では使用できません。

変更
選択中のタグ編集画面を表示し、タグ名称を変更します。

タグの移動
マウス操作によりタグの位置を変更できます。
[保存]ボタンクリックにより変更内容が保存されます。
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Ⅳ インストール直後に行うこと 権限設定

１． 権限設定を行います。
メイン画面で、[設定]→[権限設定]をクリックします。

PLUS ACCOUNTにおいて、権限とは？

管理者で登録してある利用者は、初期値ですべての機能とデータ(科目別、タグ別）
に対してアクセスできる権限が与えられているので、設定する必要はありません。
閲覧者は、機能権限、科目権限、タグ権限を設定しない場合は、
すべて不許可になっています。

※権限の設定は、閲覧者でも機能権限→権限設定を許可にすると設定できます。
自分で自分の権限を変更できてしまうので、閲覧者に機能制限の
権限設定を許可にする場合は、注意が必要です。

※権限設定は、管理者のみ設定可能です。

２． 機能権限
機能別に許可することを、設定します。

クリックで切替
できます

不許可

許可
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３． 科目権限

ここで「不許可」ですと、メイン画面でその科目の金額をクリックしても
伝票（PDF)と会計仕訳伝票を参照することはできません。

４． タグ権限

ここで「不許可」ですと、タグ登録した伝票（PDF）は参照することはできません。
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５． 利用者間で権限の複写をする
権限設定画面の[複写]をクリックします。

複写元の利用者と、複写先の利用者を選択します。
複写する権限を選択します。
すべての権限を複写する場合は、３つともチェックをつけてください。
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６． 権限設定内容を出力する
権限設定画面の[出力]をクリックします。

設定されている利用者の権限を帳票またはCSV形式で出力します。

出力対象の利用者をクリックし、選択します。
[全選択]をクリックすると全てに利用者を出力対象とします。
出力条件の権限（機能、科目、タグ）および出力（帳票、CSV）を選択し
[出力]をクリックします。

出力される帳票のイメージ 出力されるCSVの内容

利用者CD varchar
氏名 varchar
権限種別 varchar 機能権限

科目権限
タグ権限

項目名 varchar
可否 varchar 許可

不許可

並び順
利用者CD > 

{機能権限>並び順} > 
{科目権限>並び順} > 
{タグ権限>並び順}
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